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サントリーグループの概要

清涼飲料事業: 6割 PET使用量： 約30万t/年

世界売上

2.3兆円
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環境ビジョン２０５０

水 CO2
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CO2削減の全社目標

2050年までにVC全体で温室効果ガス排出の実質ゼロを目指しており、
2030年までの排出量の目標を設定
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ペット容器サステナブル化 開発の考え方

サスティナビリティ
=環境負荷低減＆持続性=

お客様飲用時品質
＝中味品質＆ユーザビリティー＝

両立

＜ペット容器開発のスローガン＞

2R+B

BioReduce Recycle
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Reduce

最薄ラベル
12μm

最軽量ボトル
11.3g

Recycle

Bio

+

世界初
FtoPダイレクトリサイクル技術

国内初
100% リサイクルPET

最軽量キャップ
1.85g

世界初
100% バイオPEキャップ

100％ バイオPET
開発中

In JPN

サントリーのPETボトル戦略 <２Ｒ＋Ｂ>

(2013年) (2014年) (2016年)

(2012年) (2018年)

(2012年～) (2019年)



包材の「軽薄短小」は限界に近い
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【ペットボトル】 【樹脂キャップ】 【樹脂ラベル】

重量（g/本） 重量（g/本） 厚み（μ/枚）

ｱｾﾌﾟ樹脂ｷｬｯﾌﾟ28φ
ﾛｰﾙﾗﾍﾞﾙ 麦茶2L
ｼｭﾘﾝｸﾗﾍﾞﾙ 伊右衛門竹
ROSOﾗﾍﾞﾙ 伊右衛門竹

ｱｾﾌﾟPF 2L
ｱｾﾌﾟPF 伊五右衛門500ml
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23

3.15

2.05

50

12

45

35

18

― 例：緑茶 －
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https://www.tanomail.com/product/variation/00008652/


プラスチックによる海洋汚染問題

国際会議でも注目の議題に プラへの具体的な規制、制限の動きも

G7で日米署名せず
（2018シャルルボア）

ダボス会議（2019）

EU：使い捨てプラ禁止へ(2018)

スタバ
使い捨てストロー廃止 (2020～)

インド：使い捨てプラ禁止へ(2022～)

セブンカフェ
生分解性ストロー採用 (2019～)

ダボス会議（2020）

2019年6月 G20大阪
⇒大阪ブルー・オーシャン・ビジョン
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サントリーの環境問題の捉え方

地球温暖化 海洋汚染

循環型社会形成

Reduce

Recycle

Bio

2R+B
サントリー

プラスチック基本方針

脱炭素社会形成
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2019/5/31発表1. Recycle & Renewable

2030年までに

グローバルで使用するすべてのペットボトルの素材を

リサイクル素材と植物由来素材に100％切り替え

化石由来原料の新規使用ゼロの実現を目指します

2. Reduce & Replacement

3. Innovation

リサイクル率向上、環境影響を最小限におさえる
素材領域等におけるイノベーションに積極投資します

4. New Behavior

プラスチック基本方針
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プラスチック基本方針
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ボトルtoボトル(BtoB)リサイクルの優位性

理論上、繰り返しリサイクルし続けられる
BtoBリサイクルにより持続可能な社会の実現ができる

※PETボトル以外のプラスチックのマテリアルリサイクル率：約20%
(出典：プラスチック資源循環利用協会 プラスチックの基礎知識)

トレイ

繊維

ペットボトル

回収 リサイクル用途

使用済み
ペットボトル

燃料として
焼却

リサイクル
終了

焼却等
（リサイクル不可）

繰り返し
リサイクル

ボトル
ｔｏボトル

回収

※1～2割程度

593千トン

74.2千トン

プラ製品(※)
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サントリーのリサイクルの取組み

F to Pダイレクトリサイクル技術

つくる

使う集める集める

最大の課題
(安定調達)
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2012年100％リサイクルPETボトル導入
Recycle

・極性×揮発性で
物性を網羅

・安全×官能面で
扱い易い

安全性評価技術確立

適切な
原料ベール選定

除染技術の
進化

（論文寄稿）
FDAの代理試験方法を発展させ、安全性を高めた

(論文のポイント)
代理汚染物質の選定



世界初！FtoPダイレクトリサイクル技術

ペットボトルリサイクルの一部工程を省くことで、

環境負荷低減 と再生効率化 を実現

石油由来のペットボトルよりも

CO2排出量を約60％削減
2018年8月 1ライン目稼働
2020年3月 2ライン目稼働

Recycle
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<参考>エリア集約による効果 (※)収集業者ヒアリング

通常(※)： 400kg/120km =  3.3kg/km
本実験：1,750kg/ 90km = 19.4kg/km 効率6倍

0

500

1,000

1,500

2,000

6:00 8:00 10:0012:0014:00

積載量

目標量
1,500kg

定量評価 （収集効率）

計画を大きく上回る効率を実現

定性評価 （分別重要性）

瓶缶>> CAP >>ラベル>すすぐ

キャップがついていると、、、

× ： 積載効率低下
× ： 危険
× ： 作業場汚染
× ： 作業時間増

積算回収量
1,750kg

AIによるルート
設計

１周目 ２周目 ３周目

720kg

実験結果は東京都・環境省へ報告 よりよい収集・分別のしくみに活かして頂く

キャップを外さないで捨てると
圧力が中に籠っているのでつ
ぶれない。それでなかには
ポーンとパッカー車から飛び出
して収集員の方のリスクとかに
も繋がる

東京都 PETボトル収集実験 (実験主体：TCGF)集める

小泉環境大臣
2020/7/2
日経プラス10にて

効率的なペット収集モデルを検討するために、東京都で実地実験を実施
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×

背景：東播磨2市2町 サントリー

「プラスチック基本方針」を掲げ、2030年までに

リサイクル素材もしくは植物由来素材を100％使用し、
化石由来原料の新規使用ゼロを目指す。

廃棄物の適正処理や東播磨の豊かな環境資源の保全に力を入れ、

住民・行政・事業者が三位一体で取り組む
「循環型社会」の実現を目指す。

東播磨2市2町（高砂市、加古川市、稲美町、播磨町）

集める

19

自治体連携によるPETボトル回収



協定概要

集める
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自治体連携によるPETボトル回収



またあえるボトル

リサイクル素材や植物由来素材を100％使用したボトルを「またあえるボトル」と命名

ペットボトルは適切にリサイクルされることによって、何度も循環する資源

２１年よりやさしい麦茶小容量ペットにて導入開始
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石油由来 植物由来

バイオＰＥＴ技術開発

商業化関連ワーク
(ラボスケール)

プロセス /    触媒開発
(実証プラント)

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

ウッドチップ ＢＴＸ

プロセス開発

・原料選定

・流動床技術開発

・触媒開発

実証プラントでの検証

・プロセス自動化

検証

・収率向上

・触媒の寿命

～2019/6

R&D活動 完了

BTX drum PX

←商業期
目標目標→収率

BTX

他C5+分

商業化検討

商業プラント設計開始
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バイオＰＥＴ開発の中での発見

石油

ＭＥＧ : ３０％
（モノエチレングリコール）

ＰＴＡ : ７０％
（高純度テレフタル酸）

ＰＥＴ
モノマー

ＰＥＴ
レジン

プリ
フォーム

ボトル

ＦtoＰ
除染

2018年

フレーク

メカニカル リサイクル

2011年

ＢＴＸ
（ベンゼン・トルエン・キシレン）

ＰＸ（パラキシレン）

2019年
開発完了

原料：ウッドチップ

バイオ

2010年 原料：使用済みPET ケミカルリサイクル

ケミカル リサイクル

2013年原料：さとうきび

バイオエタノール

×

原料：使用済みプラ

使用済みプラを投入してもBTXやオレフィンが生成できることが判明 ！
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技術の特徴

使用済みプラ
前処理
（選別）

エチレン
プロピレン

ひとつのリアクターで、使用済みプラを目的とする基礎化学品に
油化工程を経ず、ワンステップ変換（熱分解＆触媒反応） ！

（ ）
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様々な使用済みプラスチックを基礎化学品に変換できる可能性

期待される効果
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サーマル（熱利用）からケミカルリサイクル（モノ利用）
にすることで付加価値UPが可能

使用済みプラ再利用手法使用済みプラ再利用実績

期待される効果
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① Rという文字が示すリサイクルを推進する
② プラスチックに価値をプラスする
③ 日本のプラスチックリサイクルに関わるバリューチェーン各社が

結集して、サーキュラーエコノミーの実現を強力に推し進めていく
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輸出

焼却

原油

その他
プラ

その他
プラ

ペットボトルの国内循環を目指して
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http://www.google.co.jp/url?url=http://www.pelletstoves.ie/page26.php&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=0OjrVI_7DoW7mwWZ8IGwDQ&ved=0CCIQ9QEwBg&usg=AFQjCNEMDbSk9ZUhQtxCeydSzKH35IB7xg


ご清聴ありがとうございました。


